
てん し ゃ くせ

特別仕業検査も本設備で施行する。線路中心間隔を 5.0m と

する。

(2) 王手 陣

ア 局部検査 ・修繕庫 車両Z内線路所要長は約 48m であるか

ら事ÞlIの長さは軽量械職場を含めて 60 m 以内でよい。幅は線数

によるが，線路中心間隔は 7.5 m でー線路中心と車庫nllJg.f間を 4.5

m とする。梁(りょう)は天井(てんじよう)走行F レ ー ンで軌条

面上 6m まで巻き上げられる l認さとする必援がある。 卒庫内床

面をコンクリ ー ト餓装とするが，とくに重量物取扱箇所および

部♂t解体箇所は木擁舗装とする。

イ 交番検査庫 車庫長は列車の最大編成長にある程度の余

裕を加えたものとし， 線路中心と車庫側壁間隔を 3.5 m とする。

梁の高さは 5.3m 以上とし，軌条面上 5.2 m の架空線におけるパ

ンタグラフの圧力測定に支障ないようにする。 床函にはコンク

リート舗装を施す。

(3) 検 査坑

ア 局部検査および修繕線には偶 900 mm で‘延長，深さはつ

ぎのとおりの検査坑を設ける。

|台車解 体箇所 I Jl�i*tI:(;: 5) ..l:~m I 極 別 | 車体妊(こう)上箇所 青十
入口側奥 行

長 l 伽 | 20m 
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記 坑底に卜ロ線敷設

図 l 電車交番検査坑

イ 交番検査線には担当線

区の最大編成長に 10 m を 加

えた長さの検査坑を設ける

(図 1 および写真 1) 。

(4) その他の設備

ア 局部検査 ・ 修繕関係

局部検修障の奥の部分を後

械職場に充当 し， 旋盤，型商IJ

り盤，ポーノレ盤， 研摩盤など 写真ーl 交番検査坑

を日il え ， これら工作後械の設置箇所から車輪綴込み場所まで検

修平庫の全長にわたり 可動の天井走行クレ ー ソを備える。その

』まカ当 リフテインク\フ ャッ

キ (40t) ， 圧縮空気管，

ソ ー ダ煮洗装置， 作業台，

重量品運搬用軌道な どの

設備を必要とする。

イ 交番検査(特別仕

業検査)関係圧縮空気

管， 道具保管箱， 作業台

を設ける。 写真ー2 検修車庫l畿械職場

(5) 付属職場 検修車庫に付属して綴械職場(写真一2) のほか

つぎの各種職場を設ける(図ー2) 。 鍛治職場， 仕上職場， 木工職

場，充電室， 発電気室，排塵室， ソ ー ダ槽(そう)室，電動子乾

燥室，油処理室，工具室， 空気圧縮機室，電気溶接務室。

3 電車の消掃

旅客サー ピス上電車は常に消潔に保たなければならない。こ

のため随時治掃されているが， おおむね 5 日ごとに電車区の特

定の設備を有する洗じよう線に入れ車両内外の大掃除を行う。

図-2 電車検修車庫平面図
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洗じよう設備の概要はつぎのとおりである。

(1) 洗じよう線の所姿長および線数 洗じよう作業は編成の

まま施行するため，線の所~長は，担当線区の最大編成長に 10m

を加えた長さとする。

線数は電車区の作業の多少によって一定しないが， 一般に 1

編成は 5 日ごとに洗じようされ 1 線での洗じよう能力は 1 日

3 編成とし，これに波E効率 30 % をみて算出される。

(2) 洗じよう 台 車両の外部洗 じ よ うに使なるよう線の両nUJ

にそって洗じよう台を設ける。台のil'!ïさおよび幅はつぎのとお

りとする。

段 箇 別 記 事
の高さ mm 両側 l 片側」

洗じよう 台 1.350 I 1.000 I 800 
300 | ただ山ょう剖 ら季出

した部分は 200mm と る

(3) 洗じよう 線中心間隔

洗じよ う線相互 4.5m 

洗じよう線と他の線路 5.0m 

洗じよう線と車庫娃 3.0m 

(4 ) 道 床洗じよう線道床面は全面的にコンクリ ー ト 造

とし適当な勾配(こう ばい) を付した排水溝を設け， 汚物の流出

を容易にする。

(5) 付属設備

ア 水 槽洗じよう台上 10 m 間隔に水槽を設け， 給水管

および蒸気管を配す。

イ 電車給水管取出口は 10m 間隔とし，必袈に応、じて設け

るものとす。

ウ 真空管真空掃除機使用のためのもので取出口を 10m

|間隔と す る。

エ 圧力空気管 車両内部の消婦に圧縮空気を用いる。取出

口を 10m 間隔に設ける。

(6) 洗じよう車庫 寒冷地方または降雪多量の地方では， 洗

じよう線にlfi障を設ける。

(7) 塵芥(じんかい)焼却炉 車内大掃除に伴ない発生する塵

芥を処恕するために設ける。でき得れば， 洗じよう線との間に

塵芥運搬舗道を設ける。

4 車庫外の線路




